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　６月１日、対面とオンラインを併用した形で第100回県教組定期大会を開催しました。約40人の対面参加と各
支部からのオンライン参加の代議員が結集し、大会を進めました。
　日教組山木書記長、菊池女性部長のお二人から、中教審特別部会の「審議まとめ」に関する内容や被災地福島
に寄り添ったあいさつをいただきました。質疑は12本出され、討論は20本ありました。討論では、問題管理職の
パワハラについて、支部で地教委・事務所への申し入れなど対応
してきた結果、事実を認めさせたこと、支部で障がい児学習会を
継続してきて加入につながったこと、図書館司書の働き方につい
て交渉を継続してきた結果、改善点が見えてきたことなど、本部
原案を補強する内容に力をもらいました。
　その後、本部原案が賛成多数で全て可決され、終了しました。
　今後は、可決された方針に向けて、県教組の分会・支部・本部
が一丸となって運動を進めていきたいと思います。

【本部受け入れとなった修正案】 
①第３号議案Ｐ15左46行め：「『ALPS
処理水』の海洋放出を停止させるた
めの運動に取り組んでいく。」→
「『ALPS処理水』の海洋放出の中止
と新たな汚染水の発生を抑える対策
を求めていく。」に修正

②第３号議案Ｐ16右７行め：⑷の後に
「また、教育のICT化が民間企業に
よる個人データの使用、さらには公
教育への悪影響へとつながらないよ
う警戒していく必要がある。」を追加

③第３号議案Ｐ20右39行め：３．⑵②
へ「批准30年を迎えた」を追加

 ◎主な討論内容 
・働き方改革アクションプランが出されても、現場に丸投げ。
教職員も、諦めや無関心な様子。教育課程編成検討推進委
員会では、働き方改革に向けて主体的に検討を行って、情
報発信したい。（石川）
・市立幼稚園の更なる再編成方針が出され、支部や市職労と
の連帯した交渉で、子ども園への異動時の賃金水準の維持
や４・５歳児担当とすることを勝ち取ることができた。（福島）
・義務教育学校がスタート。校舎が分離している、スクール
バスの本数の問題、時間割の複雑化など問題が山積。（両沼）
・福島市は、教育課程編成で余剰時間０の方針が出された。
行事を総合に割り振ることで、中学校で週28時間の時間割
を実現。しかし部活動があるので、超勤月80時間を超える
教員も。更なる改革を！（福島）
・集団フッ化物洗口の導入が各自治体で進んでいる。使用さ
れるフッ化ナトリウムは、殺鼠剤にも使われる劇物・毒物。
実施することで子ども・教職員とも負担がかかる。（郡山）
・オンラインで障がい児教育部の学習会を月１回継続してき
た。個々の悩みに答えたり、組合の意義を伝えたりするこ
とができ、加入につながった。県教研にも若手に寄り添っ
た学びが求められている。（いわき）

働きやすい職場の実現とさらなる組織拡大に向け、
分会・支部・本部が一丸となってガンバロウ！

～県教組第100回定期大会開催～

業務中や日常生活の
賠償リスクの備えに!!
（自転車保険としても役に立ちます）

随時募集中

議長・議運のみなさん

各支部の代議員の皆さん、大会への
参加、討論など、本当にありがとう
ございました。

発行人　福島県教職員組合発行所　　　　　　　　　
福島市上浜町10－38　電話024－522－6141

〔定価一部　20円〕
編集・責任者　瀬　戸　禎　子

e-mail : ftukyoso@poplar.ocn.ne.jp
http: //www.f-t-u.or.jp

（この購読料は組合費に含まれています。）



（　）2 福島県教育新聞　　第2166号
昭和30年８月３日第３種郵便物認可
月　一　回　25　日　発　行（　　　　　　　　） 2024年６月25日㈫　発行

沖縄平和行進に参加しました
　５月17日（金）～19日（日）に開催されました。福島からは青年部常任委員２人が参加し、沖縄戦の歴史や基地問
題などの学習、戦争や基地建設へ反対するデモ行進に参加したほか、全国の仲間との交流も深めました。

管家　柚香さん（安達支部・大玉中分会）
　初日の学習会では、元沖縄県教組委員長の山本
さんから、沖縄の歴史や問題について学びまし
た。琉球王国としての繁栄、戦場化、アメリカに
よる統治、今も続く米軍基地問題。沖縄だけの問
題ではないと考えさせられる内容でした。
　翌日、普天間基地周辺を約３時間行進しました。
基地周辺は、一般家庭やお店などが並んだ、あり
ふれた街並みです。基地周辺に住む方々が恐怖と
隣り合わせの生活をしていることに驚きました。
　最終日はガマ（戦時中の自然壕）体験をしまし
た。足場が悪く、暗闇の中を進む不安もありまし
た。しかし、ガマから出るときの山本さんの言葉
が心に残っています。『帰りは早いです。帰りは
道もわかっていて、明るい光に向かっていくか
ら。子どもも暗い未来には足が向かないですが、
明るい未来は歩き出します。』
　沖縄の歴史と問題、平和学習とこんなに充実し
た３日間を過ごせたのは、全国の仲間といたから
です。職員室から広い世界へ飛び出してみません
か。何か感じるきっかけになると思います。 堀金　邑大さん（南会支部・下郷中分会）

　今回、初めて平和行進に参加しました。行進中、
沿道や車の中からたくさんの声援をいただき、仲
間とともに歩くことで元気をもらったと同時に、
沖縄県の人々が米軍基地をなくしたいと思ってい
る気持ちを改めて感じました。
　その後は、沖縄について、実際に現地をまわり
ながら学習をしました。特に、ひめゆり平和記念
資料館では、当時の日記やボロボロに使い果たさ
れた手術道具や、当時のガマへ避難した様子や戦
後逃げた先で被害にあった話も印象的でした。戦
争体験者の声を聞くことを通して、戦争の悲惨さ
を改めて感じました。
　わたしたちができる事は平和行進を継続し、新
たに参加した若者が戦争について考えてくれるこ
と・風化させないこと・共に考える仲間を作るこ
とだと思いました。
　また、各県の方々もとても優しく楽しい方々ば
かりだったので、この３日間はわたしにとって楽
しくもあり、感慨深い日でもありと、沢山の事を
考える事のできた貴重で価値のある経験となりま
した。本当にありがとうございました。

参加した管家さん（左）・堀金さん（右）

全国から多くの参加者が集まりました。

山本元委員長（右）による現地レクチャー

平和祈念公園には「ふくしま
の塔」も。福島にゆかりのあ
る戦没者を慰霊しています。

犠牲者を出さなかった
シムクガマ
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平日の日直は廃止！
　それぞれの担当箇所を退勤前に
確実に施錠することで、日直が見
回っての施錠確認を無く
しました。
　教職員の負担軽減につ
ながります。

ノー残業デーではなく
　　　　　「早退勤デー」！

　「残業は、無いのが当たり前。」という観点か
ら、名称も「早退勤デー」としたそうです。水
曜日は、17時30分までには退勤することになっ
ています。
　水曜日以外でも、金曜日にはできるだけ会議
等を設定せず、年休を取りやすくしているそう
です。計画年休の取得促進にもつながります。

二期制を導入。　　　　
　　　所見は後期のみに！

　県内でも、三学期制から前後期の二期制を
取り入れる学校が増えています。
　Ａ小学校では、所見は後期のみ。前期は、
個別懇談を実施することで、子どもの成長を
しっかり伝え、保護者とのつながりを大切に
しています。

自主的な家庭学習への転換！
　一斉の宿題は出さず、自主的な家庭学
習へ全学年で切り替えました。
　また、宿題や作品への朱書きのコメン
トは書かず、称賛の言葉で伝えます。

会計処理の見直し！
　事務職員からの提案で、学級費と
教材費の会計を事務室での一括管理
としました。会計業務にかかってい
た学級担任の負担が減ることは、あ
りがたいことです。

子どもも教職員もワクワクする学校環境を！

Ｆ支部Ａ小学校の取り組み
Ｆ支部Ａ小学校の取り組みについて、第２弾です。
Ａ小学校では「働き方改革宣言」を作成しています。その目的は、
①質の高い授業をするために授業の準備や自己研さんのための時間の確保
②子どもと向き合う時間の確保
③仕事と私生活の両立
とし、さらに「子どもたちと教職員のWell-beingの実現」を掲げています。
今回は、より具体的な取り組み事例をお伝えします。

 事務職員の方から素敵なお話を聞きました。
　一括管理することで、先生方とのコミュ
ニケーションが増え、教材選定などに活か
せる情報交換もできます。また、少しでも
先生方の負担軽減につながっていると思え
ば、自分のモチベーションも上がります。
　先生方から感謝の言葉を聞くと、学校事
務職員としてのやりがいを改めて感じます。
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　恒例行事となってきた焚火トークを今
年も開催いたします！組合未加入の方の

参加も大歓迎で
す。たくさんの方
のご参加をお待ち
しております！

※�今年度は、宿泊はあり
ませんので、宿泊希望
の方は各自予約をして
ください。

〒962-0204
福島県須賀川市江花石倉22

今年もやります！

県教組 焚火トーク

日時：11月２日（土）
会場：藤沼湖自然公園

知って安心 私たちの権利
　いつもは休暇制度などを中心にお伝えしているこのコーナーですが、今回は夏休み前という
事で「特別編」です。しっかりリフレッシュして２学期に臨みましょう！

※申請の方法や手続きなど、詳しくは事務職員さんに尋ねるか、それぞれのホームページや手引きなどをご確認ください。

◦夏季休暇（５日）
　今年から夏季休暇の取得期間が拡大！（６月１日～10月31日）
◦リフレッシュ休暇
　勤続20年めの方：年度内に２日以内
　永年勤続の方：表彰日の翌日から１年以内に３日以内
◦承認研修制度
　�長期休業期間を利用して、普段はできないような自己研
鑽に取り組むことができます。

◦リフレッシュ給付
　10年勤続：３万円　　20年勤続：５万円
　永年勤続・退職Ａ・退職Ｂ：７万円　　退職Ｃ：３万円
◦国内外旅行助成　福島空港発着便利用時に助成
◦指定旅館等助成　アクアマリンふくしま利用券

◦リフレッシュ助成
　入場料（利用料）のうち3,000円または5,000円
◦宿泊助成
　一人当たり3,000円（家族分合わせて年間５枚まで）

※教弘保険に加入している（会員になっている）ことが条件

◦55リフレッシュ事業
　�55歳を迎えた組合員にあづま荘利用券をプレゼント。（コ
ロナ禍で使用できなかった方は特例で2025年度まで延長）。

休暇制度など 教職員互助会

教育公務員弘済会

県教組

みんなのひろば　～癒やしのひととき～
　「今日はがんばった！」という日の自
分へのご褒美に、「あ～疲れた…」とい
う日の癒やしに、入浴剤はいかが？
　通常よりもかなり大きめの錠剤で、炭
酸ガスの泡がガンガン出ます！ゆっくり
お湯に浸かる時間、大切です。

　kei塾の教員採用試験対策のプロから、
個人面接と模擬授業の対策を教えていた
だきます。組合員の方は参加費無料です！
　ぜひご参加ください。

参加希望の方は下記二次元コード、また
は申込用紙からお申込みください。

� （田村支部　Ａさん）

TOPPA塾

二次試験対策講座

申込締切
７月26日
（金）

８月３日（土）
15：00～17：00
完全オンライン開催！
組合員参加費無料！
※組合未加入の方は参加費2,000円


